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関西協会ニュース 
2003年 8月 2日発行  第 35号 

 関西骨髄バンク推進協会第１２回総会開催 
 
2003年 7月 12日（土）14時 00分よりテイジンホール 171号会
議室において第 12回関西骨髄バンク推進協会総会が執り行われまし
た。正岡徹会長の挨拶の後、片岡弘氏が議長に就任し、全正会員 99
名中、会員 14 名（オブザーバー1 名）、委任状 22 名、計 36 名が参
加し、会則 10条 2の総会成立定足数の確認後（委任状も含めて正会
員数の 5分の 1以上とする）、議事に移りました。（詳細 1～5ページ）
以下すべての報告が承認され、2003 年度活動方針案及び予算案が提
案された後、承認されました。 
 また、本総会の開催にあたり、第 79回近畿血液学地方会より会場
のご提供などのご支援をいただきました。ありがとうございました。 

 

 

２００２年度活動報告 

混迷の度を深める世界情勢と出口の見えない日本の経済状況の中、それでも「人の善意」がなければ成り立たな

い骨髄バンク事業を広い視野に立って継続して支援するべく、『患者支援』・『普及広報』・『骨髄移植推進財団の支援』

を 3つの柱としての活動をしました。 
又、その活動を充足させるために「特定非営利活動法人」（NPO）としての法人格取得に向けて、調査・協議を
行いました。その結果、３月３０日に【ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会】の設立総会を開催し、設立認証申

請を行う準備を整えました。 
1. 患者支援部門について 
・ 患者支援団体「ラポール」を支援し、患者さんの就職相談をはじめとして、ドナー登録会説明員資格取得

のための研修を行う等、自立支援に取り組みました。 
・ 機会ある毎に、患者さんやその家族・仲間たちの作品のチャリティー展示即売会を開催し、骨髄バンクの

普及広報に努めました。 
・ 大阪府立健康科学センターのご協力により、毎月定例のチャリティー展示即売会の開催を始めました。 

2. 普及広報部門について 
・ 関西協会ニュースを３回（９月、１２月、３月）発行しました。 
・ 『ライオンズクラブ国際協会 第 85回ライオンズクラブ国際大会』に啓発ブースを設け、世界のライオン
ズマンにアピールしました。 

2002年 7月 8日（月）～7月 11日（木） 於：大阪国際会議場 
・ 「日本造血細胞移植学会」、「共生ユニットＡＰＵＲＯまつばら」と協力をして、公開シンポジウム『日韓

交流記念事業「命のボランティアでつなぐ 日韓交流」』を開催しました。 
2002年 10月 25日（金） 於：大阪国際会議場 

・ 企業やＰＴＡ、奉仕団体等での骨髄バンクについての講演会に講師を派遣しました。 
・ セレッソ大阪（大阪サッカークラブ）の引き続きのご協力を得て、長居スタジアムでのホームゲームの際

に、啓発活動を行いました。 
・ 各地のまつり・健康展などで、普及啓発を行いました。 
・ 第２回チャリティーゴルフ大会・囲碁大会を開催し、骨髄バンクのイベントに初めて参加された方も含め、

ゴルフ大会には６１人、囲碁大会には３１人の参加がありました。 
囲碁大会の参加者は、昨年より少なかったのですが熱戦がくりひろげられました。参加された方の推薦で

大阪福祉防犯協会から高額のご寄付をいただきました。 
―1― 



関西協会ニュース第 35 号 

 
3. 財団支援部門について 
・ ドナー登録会の開催について、従来の集団登録会に加えて、献血併行型ドナー登録会の開催について、提
案・協力を行いました。 
関西電力労働組合、極真会館、守口ライオンズクラブなどのご協力を得て、ドナー登録会の開催準備や、

当日の広報活動・説明員業務を行いました。また、行政主催の登録会での説明員業務も行いました。 
＜登録会の実績＞ 集団登録会    ２０回 ２２６名 

献血併行型登録会 ４０回 ２８４名          計 ５１０名 
・ 深緑夏代氏をはじめ、各芸能関係の方々のご協力を得て、各コンサートを骨髄バンクチャリティーとして
開催して頂き、啓発・募金活動をしました。 
・ 第２回チャリティーゴルフ大会の収益金から財団へ資金援助を行いました。 
＜支援金の実績＞ 支援金          90,620円   パリ祭大阪       100,000円 

チャリティーゴルフ大会 351,500円                 合計 542,120円 
※ 下記については、ご協力頂いた団体から直接、財団へ振込んで頂きました。 
（関西協会がお預かりして、財団への送金手続きを行った場合もあります。） 

槻貴子コンサート     100,176円       極真会館            25,809円 
動物臨床医学会        118,025円       東急ｽﾎﾟｰﾂｵｱｼｽ江坂      81,134円 
ﾚﾃﾞｨｰｽｺｰﾗｽ幸          150,000円       高槻ﾀﾞﾝｽｻﾐｯﾄ          61,879円 

合計 537,023円 
４. その他 
・ ボランティアの意義を広く世間一般に知って頂くため、又、将来のドナー登録のための知識を得ていただ

くために、昨年に引き続き、大学・学祭でのバザー・勉強会、高校生とのチャリティーバザーに取り組み

ました。 
・ スミセイヒューマニー活動（住友生命の社会貢献活動）や、大阪府高等学校青少年赤十字メンバーには、

チャリティー活動のみならず、ドナー登録会の広報活動にもご協力いただき、今後の活動に向けて、心強

いつながりを築くことができました。 

役員体制 

2003年度の会長、運営委員、監事として正会員ならびに正会員団体等から次の方々をご推薦いただき、協議の上、
会則第７条に基づいて選任されました。 
● 会長   正岡 徹   （恵生会病院名誉院長・大阪府立成人病センター顧問） 
● 副会長  藤岡 八重子 （(財)骨髄移植推進財団 評議員） 
● 運営委員（アイウエオ順） 

1. 加藤 小百合（奈良） 
2. 加納 恵美子（大阪） 
3. 貴志 政人 （和歌山） 
4. 神山 清子 （滋賀） 
5. 佐竹 雅博 （大阪） 
6. 田代 貴久 （大阪） 

7. 田畑 健雄 （大阪） 
8. 辻岡 美奈子（大阪） 
9. 新名 星子 （大阪） 
10. 西村 善美 （大阪） 
11. 二宮 英喜 （兵庫） 
12. 橋 孝明  （大阪） 

13. 橋本 和浩 （大阪） 
14. 福田 とみえ（兵庫） 
15. 藤岡 八重子（京都） 
16. 藤原 敏子 （奈良） 
17. 村上 耕一 （兵庫） 
18. 安原 武志 （大阪）

● 監事 （主に業務監査）二宮 英喜 （真愛ホーム施設長） 
（主に会計監査）福村 武雄 （弁護士）  

● 顧問（アイウエオ順） 
      秋山 祐一（国立京都病院 小児科医長） 
      金丸 昭久（近畿大学医学部附属病院 血液・腎臓・膠原病内科教授） 
      河 敬世 （大阪府立母子保健総合医療センター 小児内科部長） 
      佐藤 武男（大阪府立成人病センター 名誉総長） 
      柴田 弘俊（大阪府赤十字血液センター 所長） 
      椿 和央 （近畿大学医学部奈良病院 血液内科教授） 
      原 宏  （兵庫医科大学 総合内科学血液腫瘍科教授） 
      平岡 諦 （大阪府立成人病センター 血液・化学療法科部長） 
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２００３年度活動計画 

本年度は、昨年度から準備を進めていたNPO法人格の取得申請を５月９日に行いました。 
順調に推移すれば９月の終わりか１０月のはじめに設立登記し、『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』が成立

する予定です。NPO 法人格の取得申請に、必要不可欠な書類のひとつとして、当初の事業年度及び翌事業年度
の事業計画書を提出しています。 
ＮＰＯ法人として計画している事業に順調に移行するため、『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』法人成立

初年度の事業計画（事業実施方針）を 2003 年度、法人格取得までの関西骨髄バンク推進協会の活動方針と致し
ます。 
また、これらの事業を円滑に実施するための事務局体制の整備を行います。名簿や各種資料の整理などを行い、

業務環境を改善することによって、効率化を図ります。 
１． 会報発行事業   関西協会ニュース発行 8月 2日発行予定  （１１月・３月） 
２． 講師派遣事業   講演・勉強会・セミナーなどへの講師派遣  （随時） 
３． 骨髄バンクドナー募集支援 
・ 集団登録会 ２回 ５月・８月 
・ 献血併行型登録会 ２５回 

４． 骨髄バンクドナー登録説明員研修   説明員研修会 ８月２日開催予定 
５． 骨髄バンクチャリティー事業 
・ 関西骨髄バンク・京阪さい帯血バンク支援チャリティーゴルフ大会 
（京阪さい帯血バンクとの共催事業とします。） 
２００３年１１月２４日（振替休日・月） 於：有馬ロイヤルゴルフクラブ 

・ 骨髄バンクチャリティー健康囲碁大会 
２００４年２月に開催予定 

６． 血液難病患者等支援事業    骨髄バンク支援 展示即売会 
大阪府立健康科学センターでの展示即売会は、毎月第３木曜日定例ではなく、月毎に、大阪府立健康科学

センターの催しに併せて開催日を調整することにします。 
 
『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』設立について ＜経過報告＞ 
「関西骨髄バンク推進協会」は、相互扶助の精神に立ち、骨髄バンク事業の充実発展とその働きの促進のため

普及啓発と支援をはかることを目的として、1992年 10月 17日に設立し、10年間活動を続けてきました。その
活動をさらに充足させるため、「特定非営利活動法人」ＮＰＯ法人格取得に向けて調査を始めました。（第 11 回
総会 2002年度活動方針） 
運営委員会などで調査・検討を重ねた結果、2003年 3月 30日『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』の設
立総会を開催し、正岡徹会長を設立代表者として、ＮＰＯ法人設立認証申請を行うこととなりました。5月 9日
に、所轄庁（大阪府）へ、設立認証申請書を提出し受理されました。２ヶ月の公衆縦覧と、２ヶ月の審査を経て、

９月中旬には認証される予定です。認証から２週間以内に法務局で設立の登記をすることにより、法人として成

立します。 
「関西骨髄バンク推進協会」解散について  
１． 『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』成立（登記時）と同時に、任意団体としての「関西骨髄バンク推

進協会」は解散します。 
２． 「関西骨髄バンク推進協会」の会員を『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』へ移行します。 
３． 「関西骨髄バンク推進協会」の財産を『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』へ譲渡（寄付）します。 
※ 「関西骨髄バンク推進協会」解散時の決算は、『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』の理事会にて

報告の後、会報紙上にて、全会員・支援者・協力団体等に報告します。 
４． 「関西骨髄バンク推進協会」の事業の一切を『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』へ譲渡します。 
 
＊11月発行予定の「関西協会ニュース Vol.36」の紙面にて『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』の設立報告と 

「関西骨髄バンク推進協会」の解散報告及び決算報告をいたします。 

＊『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』の定款・事業計画書等を閲覧ご希望の方は事務局までご連絡ください。 
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２００２年度実績と２００３年度予算 
勘定科目 2002 年度実績 2003 年度予算 4 月～9 月予算 備考 

【収入】 17,174,908 12,789,172 8,539,172   

会費 932,000 400,000 400,000   
 正会員 199,000 150,000 150,000   

  個人 139,000 90,000 90,000 ＠3,000×30 人 

  団体 60,000 60,000 60,000 ＠10,000×6 団体 

 賛助会員 733,000 250,000 250,000   

  個人 313,000 150,000 150,000 ＠3,000×50 人 

  団体 420,000 100,000 100,000 ＠10,000×10 団体 
事業収入 1,235,839 2,900,000 150,000 2002 年度、ｺﾞﾙﾌ・囲碁は特別会計 

  ゴルフ大会   2,200,000 0 11 月 24 日開催予定 

  囲碁大会   400,000 0 ２月開催予定 

  患者支援   300,000 150,000   

寄付金 6,081,907 3,000,000 1,500,000   

 助成寄付金 343,890 200,000 100,000   
 一般寄付金 5,346,577 2,600,000 1,300,000   

 募金 391,440 200,000 100,000   

雑収入 2,701 0 0   

売上 87,500 0 0   

 図書売上 52,500 0 0   

 その他売上 35,000 0 0   
特別会計 3,994,124       

 ゴルフ大会 2,299,240       

 囲碁大会 326,489       

 その他 1,368,395       

（収入合計） 12,334,071 6,300,000 2,050,000   

前年度繰越額 4,840,837 6,489,172 6,489,172   
【支出】 10,685,736 9,030,000 2,995,000   

人件費 3,556,410 2,034,000 1,180,000   

 臨時雇用費(ﾊﾟｰﾄ) 3,178,200 1,674,000 1,000,000 一部は事業費に計上 

 手当（通勤） 378,210 360,000 180,000   

旅費交通費 453,830 260,000 130,000   

 一般交通費 345,070 160,000 80,000   
 会議交通費 108,760 100,000 50,000   

消耗品費 192,291 250,000 125,000   

印刷製本費 170,520 10,000 5,000   

 一般印刷費 0 10,000 5,000   

 機関誌印刷費 170,520 0 0 事業費（会報発行）として計上 

備品費 409,604 20,000 10,000   
通信運搬費 881,583 510,000 255,000   

 通信費 870,043 500,000 250,000   

 運搬費 9,850 10,000 5,000   

 普及広報運搬費 1,690 0 0   

修繕費 0 10,000 5,000   
雑費 27,346 35,000 17,500   

 支払手数料 22,050 30,000 15,000   

 雑支出 5,296 5,000 2,500   

骨髄バンク支援金 90,620 0 0   

事業費 870,408 5,586,000 1,260,000 2002 年度、ｺﾞﾙﾌ・囲碁は特別会計 

 シンポジウム費 481,669       
 その他事業費 388,739       

 会報発行   900,000 300,000 印刷代・送料・人件費 ３回発行 

 講師派遣   200,000 100,000 活動・交通費  ２０回 

 ドナー募集   1,970,000 500,000 活動費・交通費・人件費 

 説明員研修   260,000 130,000 参加者交通費・人件費 

 ゴルフ大会   1,500,000 20,000 ﾌﾟﾚｲﾌｨｰ・ﾊﾟｰﾃｨｰ代・交通費等 
 囲碁   300,000 10,000 会場費・プロ謝礼・通信費等 

 患者支援   456,000 200,000 仕入れ・人件費 

予備費   300,000 0   

仕入 39,000 15,000 7,500   

 図書購入費 39,000 10,000 5,000   

 その他購入費 0 5,000 2,500   
特別会計 3,994,124       

 ゴルフ大会 2,299,240       

 囲碁大会 326,489       

 その他 1,368,395       

次年度繰越額 6,489,172 3,759,172 5,544,172   
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血液疾患患者支援団体「ラポール」の活動について 
血液疾患患者支援団体「ラポール」は、相互扶助の精神に立ち、白血病などの血液疾患と闘う患者・元患者の経済的自立を

支援することを目的とし、2001年3月発起、2001年12月23日に設立しました。 
 これまで、闘病中の患者への支援基金（骨髄移植推進財団内）に対する協力事業や、患者への就職支援、患者・患者家族

への情報提供などの活動を行い、患者と社会との“架け橋”（ラポール）の役割の一助を担ってきました。ラポールの活動

は、今後、一層その役割の重要性が高まっていくものと思います。 
 この度、「ラポール」の支援団体である「関西骨髄バンク推進協会」が、ＮＰＯ法人格を取得し、『ＮＰＯ法人 関西骨髄

バンク推進協会』として、新たなスタートをきることとなりました。『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』は、行う事

業の中のひとつに、血液難病患者等支援事業を掲げており、その事業目的は、「ラポール」の目的と一致するものです。 
そこで、患者支援の活動は、『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』の事業として行っていくこととし、血液疾患患者支

援団体「ラポール」は、『ＮＰＯ法人 関西骨髄バンク推進協会』に、吸収合併することになりました。 
 ＮＰＯ法人の事業として取り組むことにより、患者と社会との“架け橋”（ラポール）の役割を果たす、より充実した活

動へと広がっていくことを期待しています。 
2002年度活動内容 
・ 定期的にあるいはイベント会場で、患者等の手作り品のバザーを開催し、骨髄バンクの普及啓発と共に売上の一部

をチャリティーとした。 
・ 登録会の説明員として活動の機会を得ることになった。 
・ 口コミではあるが広報をすることで仕事を紹介して下さる方もあり、これからは社会との窓口を広げて、その人の

適性にあった仕事が選べるようにしたい。 
2002年度収支報告（2003.3.31現在）           （単位：円） 

前年度繰越  237,104 
ネズミ販売協力  81,340 
信楽焼販売協力  51,090 
ｸｯｷｰ販売協力  1,620 
募金  2,860 
寄付  5,000 
貯金/預金利息  38 

収入の部 

計  379,025 
 

  0 支出の部 
計  0 

                                    差引  379,025  
 

～大阪府立健康科学センターでのチャリティー展示即売会のお知らせ～ 
今年 3月より、大阪府立健康科学センター（地下鉄/ＪＲ森ノ宮駅から東へ徒歩 1分）1階ロビーにて、月に一度、
貴志真由子さんのねずみとふくろうのマスコットやとんぼ玉グループのアクセサリーを中心に、手作り作品の展示

販売を行っています。無理なく長く続けられるよう、「体調と相談しながら都合のつかない時はお休みする」という

スタイルですが、季節に合わせた作品や、一点もののレアなアイテムが登場したりと、毎回お客さんに楽しんでい

ただいています。開催日は、月ごとに健康科学センターの他の催しと合わせて決めていますので不定期ですが、 

大阪府立健康科学センターのホームページ（http://www.kenkoukagaku.jp/）内にあるイベントのコーナーにて 
「貴志真由子さんのねずみ工房」として紹介されていますので、ご確認の上、ぜひご来場ください！！ 
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～チャリティー展示即売会の報告～ 

 
５月１８日（日）、外出が難しいご入院中の患者さんやお見舞いの方にも楽しんでいただくことを目的に、大阪府立成

人病センター本館５階の会議室にて、「第２回骨髄バンク支援チャリティー展示即売会」を開催しました。 
また、６月１９（木）～２１日（土）にはワッハホールで開催された「海原さおり・しおり一座旗揚げ公演」の会場ロ

ビーにて、骨髄バンク啓発ブースを設置していただき、ネズミ工房（まゆちゃんねずみ）の販売を行いました。 
販売に参加して下さったネズミ工房の貴志真由子さんが、それぞれの報告を寄せてくださいました。 

 

『第２回 骨髄バンク支援チャリティー展示即売会』    ネズミ工房 貴志真由子 

午前中は、お客さんが少なかった。大学生のボランティアの人が二人来てくれていた

けど、店だしとネズミ工房の手伝いだけで気の毒だった。。(‥;) 

 午後、終わり際になってお客さんが増えた。場所がおくまっていて、わかりにくかっ

たらしい。。。もう少し宣伝とかをすればいいのかな？と思う。 

 ネズミ工房は、実演販売をした。ボランティアで来てくれた人たちに手伝ってもらい

ながらヽ(´▽｀)/ 
～当日は総勢１８名のボランティアが参加しての展示即売会となりました。 

ネズミ工房15,000円、とんぼ玉グループ51,400円、神山さん作品12,600円、 

その他の手作り作品3,500円、書籍1,470円の売上と、6,477円の募金をいただきました。 

作品の材料費・制作費を除いた33,437円をチャリティーしていただきました。～ 

 

 
『海原さおり・しおり一座旗上げ公演』                               
 ６月１９･２０･２１日の三日間、「海原さおり・しおり一座旗上げ公演」のロビーでチャリティー販売と募金をさせ

てもらった。私は、２１日だけ参加したのですが、午前の部と午後の部の間にさおりさんとしおりさんが募金をしにき

てくれた。嬉しかった～～！！！ 
 午前の部が終わってからも募金をしてくれる人はたくさんいたけど、午後の部が終わってからの方が募金をたくさん

してくれた。始まる前は、席を取るのに足早に行ってしまって、コーナーを見てはもらえなかったけど、終わってから

見てくれる人が多かった(^▽^) 
～３日間のネズミ工房の売上は26,800円、また37,056円の募金をいただきました。ありがとうございました～ 

 
～ イベントの報告 ～ 

『大阪松竹座「友情」公演について』                         関西協会会長 正岡 徹 
大阪松竹座で５月２日から２５日まで、松竹・東映提携にて「友情～秋桜のバラード」が公演されました。骨髄バン

クドナー登録３０万人推進キャンペーンの一つで、「友情大阪公演を成功させる会」の主催で私が実行委員長となり、

関西協会の方々がドナー登録説明会と募金箱を担当しました。長期公演であり、しかも今回は渡瀬恒彦、永島敏行、仁

科亜希子などテレビでおなじみの名優たちが出演されることでおおいに興味がもたれました。初日前日の５月１日にプ

レビュー公演があり拝見したのですが、生徒役の人たちもよく訓練されていて、ほんとうに感動的な舞台でした。公演

が終わると観客の方がみんな涙を一杯ためて出てこられ、そのおかげで募金箱には多額の寄付金が入ってきました。初

日と千秋楽のあとでパーティーがありました。名優たちも生徒役の人たちも本当に立派なチームとなっていました。そ

れぞれ挨拶があり、私は大変な感動と情熱とお金を頂きました。ボランティアのなかには移植を受けた人もこれから受

ける人もいますが、骨髄移植を待っている人たちのために一層の努力を尽くしますと述べました。松竹座の方も「また

企画したい」と言ってくれました。楽しい、心を揺さぶられた１ヶ月でした。 
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『大阪梅田中央ライオンズクラブ例会にて』                      運営委員長 藤岡八重子 
５月８日、大阪梅田中央ライオンズクラブの例会にて骨髄バンクのお話をさせて頂きました。このライオンズクラブ

は早くから関西協会の運営に支援をして下さっています。毎年チャーターナイトの例会にはご招待をいただいており、

とても楽しいクラブで楽しみに参加させていただいています。今年度は、「献血会場での登録会」もしていただこうと

思いましたが、説明場所の確保などが困難だったため、残念ながら実現しませんでした。骨髄バンクのことはよくご存

じなのですが、登録会を開催して頂くには是非一度、具体的なご相談をさせて頂きたいと思いました。大阪では、ライ

オンズクラブが主催される献血会場での登録会が少しずつできるようになってきています。来年は大阪梅田中央ライオ

ンズクラブのご協力で登録会が開催できることを願っております。１１月２４日に開催予定のチャリティーゴルフ大会

への参加もお願いをいたしました。 
今後とも、骨髄バンクならびに関西協会へのご支援をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

 
『「ロータリークラブにお願いしたいこと」に感銘を受け』     大阪なにわロータリークラブ 職業奉仕委員長 
                               よしかわ矯正歯科クリニック 院長 吉川 仁育 
 6月１２日 標記のタイトルにて、運営委員長 藤岡八重子様に講演をしていただいた。聴衆は大阪なにわロータリ
ークラブのメンバーである。30分間と短い時間ではあったが、一同お話に聞き入り、「思わず居眠り」という人を出さ
ずに（笑）、無事終了した。私は藤岡様とは初対面であったが、私の患者様である、辻岡様（前 関西協会事務局員）

が仲立ちをして下さって、この日を迎えることができた。メンバー一同、骨髄バンクへの一層の理解が深まったものと

思う。紙面をお借りして、お二人に厚く御礼を申し上げる。 
 また、「お願いしたいこと」をお聞かせいただき、メンバー全員が感銘を受けたからには、今後は骨髄バンクへの協

力を惜しまぬよう、さらにメンバーに協力を要請していく所存である。 
 

 
『近鉄八尾駅前での献血併行型登録会』                          運営委員 新名星子 
６月１４日、八尾中央ライオンズクラブの多大な御協力により、近鉄八尾駅前ロータリーでの献血併行型登録会が実

現しました。大阪府赤十字血液センターの強力なご支援もあって、献血車の真横に、登録希望者への説明場所として、

又、献血後の休憩場所をも兼ねたバスが配置された事はとてもよかったです。 
 昼前に降り出した大雨の中にもかかわらず、１３名の受付、１１名の登録をいただけたことは、ドナー登録希望者の

動線がこのバスによって最大限に生かされた結果だと思います。また、骨髄データセンターの方とも一体となって、献

血される方にドナー登録が可能な事をアピールすることができました。さらには、献血後の休憩をされていた方が、ビ

デオを見ているうちにドナー登録を決意されたり、ドナー登録に来てくださった方に献血の PRもできたりと、よい雰
囲気の中での登録会となりました。 
八尾中央ライオンズクラブの皆さまをはじめ、ご協力いただいた関係者の皆さまに深くお礼を申し上げます。 

 
お詫びと訂正 

前号（第34号）の関西協会ニュースに『第2回高槻ダンスサミットの報告』として掲載しましたイベントの名称は、正しくは 

『第２回ＮＶＤｉｎ高槻～青春はダンス三昧！～』でした。ここに訂正させていただき、関係者の皆様にお詫び申し上げます。 

 
～ チャリティーゴルフ大会のご案内とお願い ～ 

11月 24日（月・振替休日）に「第３回関西骨髄バンク・京阪さい帯血バンク支援チャリティーゴルフ大会」を開催

いたします。皆さまお誘いあわせの上、ぜひ多数のご参加とご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

また、参加者の方への賞品・景品となる品物などをご提供いただける、企業・団体・個人の皆さまを募集しております。

ご協賛いただける方、また協賛いただける企業等をご紹介いただける方は、ぜひ関西協会事務局までご連絡ください。 

日時：２００３年１１月２４日（月・振替休日）８：００スタート 

場所：有馬ロイヤルゴルフクラブ（兵庫県神戸市） 

会費：３０，０００円（プレイフィー・パーティー代・チャリティー等） 

         郵便振替：00980－6-47299 骨髄バンクチャリティー実行委員会 

      定員：１００名  

＊チャリティー囲碁大会は2004年 2月に開催予定です。詳細は次号にてお知らせいたします。 
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骨髄バンクニュースダイジェスト 
（骨髄移植推進財団発行のマンスリーレポート4～7月号より抜粋） 

1. 認定施設診療科別の生存状況をホームページで公開（4月）  

これから非血縁者間骨髄移植を希望される患者様やそのご家族が移植施設をお選びになるための情報（所在地、設備、チーム構成、

移植実績、成績など）を、それぞれの施設からの申告に基づき、ホームページ上でご覧いただけるようになりました。財団ホームペ

ージ、患者問合せ窓口からご覧いただけます。http://www.jmdp.or.jp/patient/nintei_new.htm   

2. 骨髄バンク支援イベント各地でぞくぞく（4月） 

①３月２２日、セレッソ大阪の開幕戦（長居スタジアム）で、骨髄バンクニュースでもご紹介したドナーを待っている中井耀君とお

母様の麻里さんが、骨髄バンクへの協力を訴え、サポーターの感動を呼び起こしました。 ②４月４日～７日、東京国際フォーラム

において第８回「国際コンテンポラリーアートフェスティバル」（ＮＩＣＡＦ）が開催されました。前回に引き続き、主催者から会

場スペースをご提供いただき「あやちゃんの贈り物展」出展しました。③ロングランの舞台「友情」が大阪松竹座で５月２日～２５

日まで公演。④川崎市では、５月１１日（日）麻生市民館ホールと７月４日（金）多摩市民館ホールにおいて、「ジャッキー吉川と

ブルーコメッツ」が、骨髄バンクとがんの子供を守る会を支援するチャリティーコンサートを開催。⑤昨年2月に放送されたＮＨＫ

の人気番組「プロジェクトＸ」－日本初の骨髄バンク－がコミック版として5月中旬に出版されました。発行：宙（おおぞら）出版   

3. 第１回骨髄バンク・さい帯血バンク共同事業協議会が開催されました （5月） 

4. 事前登録説明会もスタート （5月） 

今年度から、登録採血を別途実施する事前説明会がスタートしましたが、企業としてはじめて東京電力の労働組合が４回の事前説明

会を実施し、７７人へ証明書を発行しました。また、大阪松竹座５月公演中の舞台「友情」の会場においても、事前説明会が行われ

ています。実験的な取組ではありますが、これからは様々な会場や催しでの開催が見込まれます。 

5. 患者さん関連の資料ができました （5月） 

「非血縁者間骨髄移植に関する情報提供のあり方と移植患者の生活の質向上に関する研究報告書」  

「患者様と主治医のためのパンフレット」改訂版  

報告書、パンフレットとも、ご希望の方は「患者問い合わせ窓口」０３－３２９６－８６９９まで、お申し込みください。   

6. 元患者さん、ドナーさんのパネルを制作しました。ご活用ください！（5月） 

昨年末、三井住友海上火災株式会社は骨髄バンクチャリティーコンサートの際に、移植経験者とドナー経験者のパネルを作りました。

元患者さんとドナーさんの写真とコメントでA2サイズ8枚組みです。貸与・制作のお問合せは広報渉外部までお願いします。  

7. 「地区普及広報委員・説明員合同研修会」を各地で開催（6月） 

8. 「全国骨髄バンクボランティアの集い」横浜で開催（6月） 

５月１７日（土）、横浜市開港記念館において、全国骨髄バンク推進協議会は総会に併せ「ボランティアの集い」を開催しました。

式典、記念ポスターコンクール表彰式に引き続き、「患者家族が語りはじめる時」と題し、朝日新聞上野創記者が、自らのがん闘病

体験談を講演し、その後、患者家族、看護師、ボランティアがそれぞれの立場でしてきたこと、できることを発表し、会場の参加者

も「自分にできること」を自ら問い掛けました。併催事業として、医療講演会、個別相談会が同会館で開催されました。翌１８日に

は総会と横浜そごう前でドナー登録会、パネル展が開催されました。なお、上野記者の著書「がんと向き合って」（晶文社）は、そ

の後、第５１回日本エッセイスト・クラブ賞に選ばれました。   

9. 移植 5000例達成まであと69例。今月末には到達の見込み（7月） 

日本骨髄バンクでの骨髄移植件数が2003 年 6月末に 4931 例に達しました。今月は約70件の移植が予定されておりますので、月末

頃には5000例に到達する見込みであり、8月 1日に記者発表を行う予定です。この5000例到達を記念し、当財団では9月 28日（日）

午後1時 30分より、早稲田大学大隈講堂において全国大会を開催します。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

10. 台湾骨髄バンク（BTCSCC）採取を再開（7月） 

台湾骨髄バンク（BTCSCC）は、2003 年 5 月 1 日より重症急性新型肺炎（SARS）の蔓延を理由に採取を一時的に停止しておりました

が、7月 4日付けで再開の通知を発出しました。  

11.専任コーディネーター、7月より活動開始（7月） 

お問い合わせは･･ 骨髄バンクフリーダイヤル ０１２０－４４５－４４５ 
 

        日本骨髄バンク骨髄提供登録者（ドナー）・骨髄移植希望者登録状況  （2003年 6月末現在） 

 全国 関西 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 

ドナー登録者数（6月末） 171,753 24,919 1,644 4,486 9,882 6,207 1,590 1,110

移植希望者登録数（6月末） 2,157 237 12 42 90 65 15 13
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各地の活動報告と今後の予定 
３月 
3/22 ｾﾚｯｿ大阪vs ｳﾞｨｯｾﾙ神戸にて啓発（さかい・関西） 

3/29運営委員会・関西協会ニュース発行（関西） 

3/30NPO法人関西骨髄バンク推進協会設立総会 

４月 
4/12 ｾﾚｯｿ大阪vsFC東京にて啓発（さかい・関西） 

4/13「第20回全日本ウエイト制空手道選手権大会会場」 

にて登録会とチャリティー展示即売（関西）   

4/17府立健康科学ｾﾝﾀｰにてチャリティー展示販売（関西） 

4/21「友情」記者会見 

4/22株式会社ｻﾝｺｰ 30周年記念式典にて寄付受取り（関西） 

4/24八尾中央ライオンズクラブ例会にて講演（関西） 

4/26 ｾﾚｯｿ大阪vs浦和ﾚｯｽﾞにて啓発（さかい・関西） 

５月 
5/2-25大阪松竹座「友情」公演にて啓発・説明会（関西） 

5/5「堺ハートフルランド」にてチラシ配布（さかい） 

5/8梅田中央ライオンズクラブ例会にて講演（関西） 

5/11「堺フォーラムネット総会」にてＰＲ（さかい） 

5/17 ｾﾚｯｿ大阪vs ｼﾞｭﾋﾞﾛ磐田にて啓発（さかい・関西） 

5/18運営委員会（関西） 

5/18第2回骨髄バンク支援チャリティー展示即売会（関西） 

5/21大阪府骨髄バンク事業等連絡会議（関西） 

5/24-6/15「神山清子作陶展」（信楽町マルタ陶喜）にて啓発

（滋賀） 

5/25「堺福祉まつり」にてチラシ配布（さかい） 

5/25「キリンビールフェスタ2003」にて啓発（滋賀） 

5/25「セレッソの日」（ファン感謝デー）にて啓発（関西） 

5/27兵庫県骨髄バンク事業推進に関する連絡会議（関西） 

5/31大阪府立系四大学「友好祭」にて勉強会（関西） 

６月 
6/3京都新聞に啓発記事掲載（滋賀） 

6/4大阪府立看護大学見学実習にて講演（関西） 

6/6県・市・データセンター・和の会の交流会（和歌山） 

6/12府立健康科学ｾﾝﾀｰにてチャリティー展示販売（関西） 

6/15「法泉寺寄席」にて啓発（滋賀） 

6/19-21「さおりしおり旗揚げ公演」にて展示販売（関西） 

6/22大阪骨髄献血の和を広げる会総会（大阪） 

6/26県主催「臓器移植ｷｬﾝﾍﾟｰﾝに係る打合せ会議」（滋賀） 

6/27 ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰにて「事前登録説明会」について研修会（滋賀） 

７月 
7/6 ｾﾚｯｿ大阪vs東京ｳﾞｪﾙﾃﾞｨにて啓発（さかい・関西） 

7/10府立健康科学ｾﾝﾀｰにてチャリティー展示販売（関西） 

7/12第12回総会開催・運営員会（関西） 

7/19 ｾﾚｯｿ大阪vs横浜F ﾏﾘﾉｽにて啓発（さかい・関西） 

7/19ＡＰＵＲＯまつばら10周年ｲﾍﾞﾝﾄにて展示販売（関西） 

7/22「大阪パリ祭」にて啓発（関西） 

7/27日本製薬工業協会主催患者会懇談会（関西） 

7/29株式会社日建設計にて講演・ドナー登録説明会（関西） 

7/31「堺大魚夜市」にてチラシ配布（さかい） 

7/31「堺市大魚夜市」市民活動発表会にてＰＲ（さかい） 
８月 
8/2説明員研修会・関西協会ニュース発行（関西） 

8/2 ｾﾚｯｿ大阪vs名古屋ｸﾞﾗﾝﾊﾟｽｴｲﾄにて啓発（さかい・関西） 

8/3福知山ボンチフェスタ登録会（京都） 

8/9街頭啓発（ティッシュ・チラシ配布）（和歌山） 

8/11峰山町登録会（京都） 

8/12福知山武道館登録会（京都） 

8/19綾部市役所登録会（京都） 

ドナー登録会の報告     ４月～７月 当協会・加盟団体分  
年 月 日 曜 実施形態   場所 登録者数 

2003 4 2 火 献血併行 大阪 大阪府庁 15 

  4 2 火 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 堺港支部 2 

  4 4 金 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 羽曳野支部 3 

  4 13 日 献血併行 大阪 大阪府立体育会館（極真会大会会場） 21 

  5 6 火 献血併行 京都 網野町健康福祉ｾﾝﾀｰ 2 

  5 14 水 献血併行（職域） 京都 関西電力 宮津ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所 7 

  6 1 日 献血併行 大阪 大阪女子大学（府立系四大学「友好祭」会場） 12 

  6 3 火 献血併行（職域） 京都 関西電力労働組合 福知山支部 2 

  6 4 水 献血併行（職域） 京都 関西電力労働組合 舞鶴電力所 10 

  6 4 水 献血併行（職域） 京都 関西電力労働組合 舞鶴営業所 3 

  6 5 木 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 東大阪支部 7 

  6 5 木 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 我孫子支部 0 

  6 14 土 献血併行 大阪 近鉄八尾駅前（八尾中央ライオンズクラブ） 11 

  6 23 月 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 堺支部 5 

  6 24 火 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 能開支部 11 

  7 28 月 献血併行（職域） 大阪 関西電力労働組合 南支店支部   

 

―9― 



関西協会ニュース第 35 号 

心よりのご寄付に感謝申し上げます。 
2002年 3月 11日～7月 15日(敬称略・順不同) 

個人 
とんぼ玉グループ    46,875 円 
鄭順一          9,200円 
金澤鐘揚         8,000円 
菅沼健治         3,000円 
正岡徹          7,000円 
金澤伸昭        10,000 円 
黒木保正         7,000円 
政本康子         3,000円 
酒井啓義         3,000円 
新名星子         7,000円 
兼田利治         7,000円 
西田淳子        10,000 円 

上田みのる        6,000円 
安藤幸子         2,000円 
掛水信久         7,000円 
西田龍三        10,000 円 
西田睦子         5,000円 
山口恵美子        2,000円 
山田久夫         3,000円 
藤岡八重子        8,000円 
土本宗丘         7,000円 
森下正          8,000円 
杉本昭仁         4,000円 
中井峰子         7,000円 

永岡礼子         2,000円 
橋本裕子         7,000円 
西井亀三郎       10,000 円 
田代貴久         1,000円 
匿名          1,000 円 
匿名           2,000円 
匿名           2,000円 
匿名          10,000 円 
匿名           500 円 
匿名           7,000円 
匿名          10,000 円 

団体寄付 
大阪福祉防犯協会            1,000,000円 
フジモト眼科               20,000 円 
株式会社サンコー            100,000 円 
奈良県赤十字血液センター          3,000円 
ライオンズクラブ国際協会 

335-Ｂ地区 12リジョン・1ゾーン     300,000円 

茨木ローズライオンズクラブ        50,000 円 
住友生命保険スミセイヒューマニー活動    3,360円 
浄土真宗本願寺派たすけあい運動募金    200,000 円 
骨髄献血の和を広げる会          90,000 円 
生駒ロータリークラブ           37,000 円 

団体賛助会費 
国際ソロプチミスト西宮                  20,000 円 
社団法人滋賀県歯科医師会                 10,000 円 
フジモト眼科                       10,000 円 
特別養護老人ホーム 真愛ホーム           10,000 円 
両丹日日新聞社                          10,000 円 
大阪サッカークラブ㈱                     10,000 円 
明石ライオンズクラブ                     10,000 円 
国際ソロプチミスト亀岡                  10,000 円 
大阪ロータリークラブ                   10,000 円 

兵庫医科大学血液腫瘍科                  10,000 円 
西宮ライオンズクラブ                   10,000 円 
医誠会京都ルネス病院                   10,000 円 
国際ソロプチミスト大阪-南                 10,000円 
東大阪大学短期大学部                   10,000 円 
近畿大学医学部血液・腎臓・膠原病内科      10,000円 
国際ソロプチミスト尼崎                  10,000 円 
奈良セントラルライオンズクラブ      10,000 円 

助成寄付金   
(有)ダイワ通販 12月                       16,121円 
(有)ダイワ通販1月                         14,974円 

(有)ダイワ通販2月                         10,672円 
(有)ダイワ通販3月                          8,037円 

 
皆様の心よりのご寄付をお待ちしております。 
お振込先 りそな銀行 大阪公務部 普通 3652502 関西骨髄バンク推進協会 事務局 

  郵便口座 00970-3-64270   関西骨髄バンク推進協会 
 

各会ではボランティアを募集しております 
＊骨髄バンクを応援するさかい              TEL&FAX:072-273-0992 
＊骨髄献血の和を広げる会                  TEL&FAX:0773-27-7693 
＊大阪骨髄献血の和を広げる会              TEL&FAX:06-6349-2002 
＊和歌山骨髄献血の和を広げる会            TEL&FAX:073-451-9528 
＊滋賀骨髄献血の和を広げる会              TEL&FAX:0748-83-0259 
＊奈良造血幹細胞移植を支援する会          TEL&FAX:0743-57-8050 

関西骨髄バンク推進協会  TEL&FAX 06-6977-2123  
〒537-8511大阪市東成区中道 1-3-3 大阪府立成人病センター第三部長室内 

E-mail：kankyo@mtc.biglobe.ne.jp URL：http://www5c.biglobe.ne.jp/~marrow/ 
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